
が
納
付
す
る
国
保
税
は
５
年
間
で
約
10
億

円
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
や
県
な
ど
か
ら
の
交
付
金
・

補
助
金
の
う
ち
、
特
に
前
期
高
齢
者
交
付

金
が
５
年
間
で
約
38
億
１
千
万
円
と
大
幅

に
増
え
て
い
る
の
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

前
期
高
齢
者
交
付
金
と
は
、
65
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
高
齢
者
の
加
入
割
合
が
高
い

国
保
な
ど
へ
の
財
政
支
援
と
し
て
拠
出
さ

れ
て
い
る
交
付
金
の
こ
と
で
、
会
社
員
が

会
社
で
加
入
す
る
健
康
保
険
の
保
険
料
か

ら
捻
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
国
保
加
入
者
以
外

の
方
々
に
も
国
保
財
政
の
一
部
を
支
え
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
市
の
施
策
全
般
に
使
う
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
市

税
な
ど
を
財
源
と
す
る
一
般
会
計
よ
り
、

平
成
24
年
度
、
25
年
度
と
も
に
７
億
円
を

国
保
の
赤
字
補ほ

填て
ん

と
し
て
繰
り
入
れ
て
い

ま
す
。

国
保
の
安
定
運
営
の
た
め
、

安
定
し
た
財
源
の
確
保
が
必
要

所
沢
市
の
国
保
で
は
、
加
入
者
の
高
齢

化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、

今
後
も
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
い
く
と

見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
近
年
、
多
く
の
会
社
の
健
康
保
険

な
ど
が
加
入
者
の
医
療
費
増
加
に
対
応
す

る
た
め
、
保
険
料
率
の
引
き
上
げ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
の
中
、
所
沢
市
で
も
、

安
定
し
た
国
保
制
度
を
こ
れ
か
ら
も
維
持

し
て
い
く
た
め
に
、
国
保
独
自
の
財
源
で

あ
る
国
保
税
の
あ
り
方
を
含
め
、
安
定
し

た
財
源
確
保
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
国
保
年
金
課
☎
２
９
９
８

-

９
１
３
１

国
保
税
収
は
年
々
減
少
し
、

前
期
高
齢
者
交
付
金
が
増
加

平
成
20
年
度
か
ら
24
年
度
の
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
財
源
な
ど
の

推
移
を
み
る
と
、
国
保
加
入
者
の
医
療
費

（
医
療
給
付
費
）
は
５
年
間
で
約
30
億
１

千
万
円
増
え
て
い
る
一
方
、
国
保
加
入
者

所
沢
市
国
民
健
康
保
険
の
現
状
③

厳
し
い
財
政 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
で
お
困
り
の
方
へ

保
険
料
免
除
制
度
・
学
生
納
付
特
例
制
度
・
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
を
郵
送

新
し
い
『
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
（
茶
色
）
』
を
７
月
中
に
簡
易
書
留
で

郵
送
し
ま
す
。

有
効
期
限
が
平
成

26
年
７
月
31
日
の
同

保
険
者
証
（
紺
色
）

は
、
福
祉
総
務
課
、

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
返
却
す
る
か
、

は
さ
み
を
入
れ
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
改
定

均
等
割
額
を
４
１
、
８
６
０
円
か
ら
４

２
、
４
４
０
円
に
、
所
得
割
率
を
８
・
25

％
か
ら
８
・
29
％
に
改
定
し
ま
し
た
。

保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が
等
し
く

負
担
す
る
均
等
割
額
と
、
前
年
中
の
所
得

に
応
じ
て
負
担
す
る
所
得
割
額
の
合
計
額

で
す
。
平
成
26
年
度
の
保
険
料
額
決
定
通

知
書
は
、
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
申
請

市
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属
し
て
い
る

場
合
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
提
示
す
る

こ
と
で
、
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

申
請
に
よ
り
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
適
用
さ
れ
、
毎

年
８
月
に
更
新
が
必
要
で
す
。

申
問
市
役
所
１
階
福
祉
総
務
課

☎
２
９
９
８

-

９
１
１
３
へ
直
接

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

保
険
証
を
郵
送

被保険者証

○
○ 

○
○

保
険
料
免
除
制
度

経
済
的
な
理
由
や
災
害
な
ど
に
よ
り
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
保

険
料
を
全
額
・
半
額
・
４
分
の
３
ま
た
は

４
分
の
１
免
除
し
ま
す
。

◎
日
本
年
金
機
構
で
申
請
者
・
配
偶
者
・

世
帯
主
の
前
年
所
得
な
ど
の
審
査
が
あ
り

ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
学
生

（
前
年
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下
／
収
入

で
１
９
４
万
円
以
下
）
は
、
申
請
者
の
み

の
所
得
を
審
査
し
て
一
時
的
に
保
険
料
の

支
払
い
を
猶
予
し
ま
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

学
生
以
外
の
30
歳
未
満
の
方
は
、
申
請

者
と
配
偶
者
の
所
得
の
み
を
審
査
し
て
一

時
的
に
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
し
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
全
て
の
方
…
年
金
手
帳
（
20
歳
到
達
時

は
不
要
）
、
印
鑑
（
本
人
申
請
の
場
合

は
不
要
）

②
失
業
し
た
こ
と
に
よ
り
申
請
す
る
方
…

①
に
加
え
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

③
平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方
…
①
に
加
え
、
前
年
の
所
得
証
明

（
課
税
証
明
書

ま
た
は
非
課
税

証
明
書
）

④
学
生
の
方
…
①

に
加
え
、
学
生
証

【
留
意
事
項
】

▼
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

▼
更
新
時
期
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
が

４
月
、
そ
の
他
の
制
度
が
７
月
で
す
。

▼
全
額
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
該
当
者

は
希
望
に
よ
り
翌
年
度
以
降
申
請
し
な

く
て
も
継
続
し
て
審
査
を
受
け
ら
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
納
付
の
時
効
を
迎
え
て
い
な
い
期
間
に

つ
い
て
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
・
猶

予
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

申
問
市
役
所
１
階
国
保
年
金
課

☎
２
９
９
８

-

９
０
９
５
へ
直
接

給
付
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
世
帯

に
６
月
30
日
㈪
か
ら
申
請
書
を
郵
送
し
ま

す
。
審
査
の
結
果
、
給
付
を
決
定
し
ま
す

の
で
、
申
請
書
が
届
い
た
世
帯
が
必
ず
し

も
給
付
対
象
と
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

７
月
１
日
㈫
〜
12
月
26
日
㈮

◎
郵
送
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

給
付
対
象
者　

平
成
26
年
１
月
１
日
に
、

所
沢
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
26
年
度

の
市
民
税
が
非
課
税
の
方
（
市
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
、生
活

保
護
制
度
の
被
保
護
者
な
ど
は
除
く
）

給
付
額　

対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円

◎
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
年
金
な
ど
の
受
給
者
、
児
童
扶
養

手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
受
給
者

は
、
５
千
円
を
加
算
し
ま
す
。

給
付
方
法　

口
座
振
込

給
付
時
期　

申
請
書
の
到
着
順
に
審
査
を

行
い
、
順
次
振
り
込
み

◎
振
り
込
み
に
は
最
大
３
カ
月
程
度
か
か

り
ま
す
。
市
民
税
未
申
告
者
、
書
類
不
備

の
方
は
給
付
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

給
付
金
を
装
っ
た「
振
り
込
め
詐
欺
」

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

▼
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ

（
現
金
自
動

支
払
機
）
の

操
作
を
お
願

い
す
る
こ
と

は
、
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
市
町
村
や
厚

生
労
働
省
な
ど
が
、
臨
時
福
祉
給
付
金

を
支
給
す
る
た
め
に
、
手
数
料
な
ど
の

振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。 

▼
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
世
帯
構

成
や
銀
行
口
座
の
番
号
な
ど
の
個
人
情

報
を
照
会
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。 

問
臨
時
福
祉
給
付
金
問
い
合
わ
せ
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０-

０
２
６-

０
８
８

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を
郵
送

７
月
中
旬
に
平
成
26
年
度
の
国
民
健
康

保
険
税
納
税
通
知
書
を
納
税
義
務
者
で
あ

る
世
帯
主
宛
て
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
納

期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
領
収
証
書
な
ど
は
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
異
動
や
所

得
の
変
更
な
ど
に
よ
り
、
一
度
決
定
さ
れ

た
国
民
健
康
保
険
税
額
が
変
更
に
な
っ
た

場
合
は
、
そ
の
都
度
、
国
民
健
康
保
険
税

の
変
更
（
更
正
）
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付

保
険
税
の
納
付
方
法
は
「
普
通
徴
収
」

と
「
特
別
徴
収
」
が
あ
り
ま
す
。

普
通
徴
収　

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
・
ス
ト
ア
な
ど

で
納
付
書
で
納
付
、

ま
た
は
口
座
振
替

で
納
付

特
別
徴
収　

世
帯
主

（
国
民
健
康
保
険
税
の
被
保
険
者
）
が

受
給
し
て
い
る
老
齢
基
礎
年
金
や
退
職

年
金
な
ど
か
ら
差
し
引
い
て
納
付

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
相
談

災
害
、
け
が
、
病
気
、
失
業
な
ど
で
収

入
が
著
し
く
減
り
、
納
期
限
ま
で
に
納
め

ら
れ
な
い
と
き
は
、
お
早
め
に
、
市
役
所

２
階
収
税
課
（
☎
２
９
９
８-

９
０
７
３
）

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
納

税
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度

災
害
な
ど
に
遭
い
前
年
に
比
べ
著
し
く

所
得
が
減
少
し
保
険
税
の
納
付
が
困
難
な

方
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で

避
難
指
示
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
方
な
ど

は
、
減
免
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課
☎
２
９
９
８

-

９
１
３
１

 

臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
受
付
を
開
始 

250
（億円）

53.5億円
67.0億円

80.5億円

197.7億円
204.1億円

216.0億円
224.7億円 227.8億円

80.6億円
91.6億円

保険税・前期高齢者交付金と医療給付費の推移

200

150

100

50

20 21 22 23 24（年度）
0

前期高齢者交
付金約38.1億

円増加

医療給付費約
30.1億円増加

国民健康保険税約10億円減少

101.4億円 100.4億円 96.0億円 92.1億円 91.4億円

歳 

出

歳 

入
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